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〈
歳
入
〉

Ｑ　
「
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
」
に
す
る
場
合
、
担

当
課
と
し
て
明
確
な
基
準

を
も
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

執
行
停
止
の
要
件
に

は
生
活
困
窮
が
あ
り
、
目

安
は
生
活
保
護
程
度
に
準

ず
る
。
即
時
に
該
当
す
る

場
合
は
不
能
欠
損
と
い
う

形
を
と
っ
て
い
る
。

Ｑ　

非
農
地
証
明
手
数
料

の
収
入
未
済
額
の
説
明
を
。

Ａ　

窓
口
で
詳
し
く
説
明

は
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

が
多
く
、
納
入
漏
れ
に
至

っ
た
。
訪
宅
や
電
話
等
で

納
入
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　

広
告
掲
載
料
収
入
は

予
算
に
対
し
て
実
績
が
少

な
い
が
、
見
通
し
を
。

Ａ　

広
報
担
当
が
営
業
を

か
け
て
も
思
う
よ
う
に
は

か
ど
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で

推
移
を
見
て
い
き
た
い
が
、

封
筒
に
広
告
を
入
れ
た
業

者
で
仕
事
が
幾
つ
か
入
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
も
聞

い
て
い
る
。
反
響
な
ど
に

つ
い
て
事
業
者
に
聞
い
て

み
た
い
。

　
〈
歳
出
〉

Ｑ　

辺
地
共
聴
施
設
整
備

事
業
の
実
績
が
少
な
い
。

地
デ
ジ
の
関
係
と
思
う
が

見
通
し
は
。

Ａ　

負
担
を
伴
う
の
で
組

合
の
調
整
等
が
整
わ
な
か

っ
た
。
も
う
二
年
す
る
と

映
ら
な
く
な
る
の
で
適
宜

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

あ
と
十
二
カ
所
ほ
ど
残
っ

て
い
る
が
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
と
も
協
調
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

職
員
の
時
間
外
手
当

で
、
監
査
か
ら
の
指
摘
が

あ
る
が
、
ど
う
い
う
対
策

を
取
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

想
定
外
の
業
務
（
障

害
者
福
祉
計
画
の
策
定
作

業
）
な
ど
あ
り
、
時
間
を

要
し
た
。
ま
た
長
期
の
病

休
職
員
の
業
務
分
の
対
応

で
時
間
外
が
長
く
な
っ
た
。

今
後
は
障
害
者
福
祉
計
画

な
ど
は
、
業
者
へ
の
委
託

の
検
討
も
含
め
、
考
え
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

平
山
交
流
施
設
の

二
十
年
度
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。
好
転
の
見
通
し

は
。

Ａ　

厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
の
認
識
だ
。
リ
ピ
ー
タ

ー
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
期
待
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

通
院
タ
ク
シ
ー
料
金

の
助
成
が
、
合
併
前
と
比

べ
て
実
績
が
三
分
の
一
に

減
っ
て
い
る
。
制
度
を
見

直
し
て
使
い
や
す
い
も
の

に
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

制
度
は
検
討
し
た
が

財
政
事
情
に
よ
り
、
現
行

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

次
回
の
高
齢
者
福
祉
計
画

の
中
で
の
検
討
と
な
る
。

Ｑ　

基
金
が
一
部
有
価
証

券
と
な
っ
て
い
る
。
内
容

と
理
由
を
。

　９月定例会より継続審査となっていた、２０年度各会計決算に
ついて各常任委員長より報告があった。質疑の後、審査の結果、
全員賛成または賛成多数により認定された。

決算を認定決算を認定決算を認定

連

合

審

査

平

成

20

年

度

一

般

会

計

　

平
成
20
年
度
香
美
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
は
、
議
案
の
性
質
上
、
他
の
委

員
会
の
所
管
事
項
と
関
連
す
る
た
め
、
教
育
厚
生

お
よ
び
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
と
の
連
合
審
査

に
よ
り
質
疑
さ
れ
た
。
質
疑
の
一
部
を
掲
載
す
る
。
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Ａ　

金
融
不
安
の
中
で
、

市
中
銀
行
、
地
方
銀
行
共

に
非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
。

基
金
条
例
に
従
っ
て
検
討

し
た
結
果
三
十
二
億
円
を

有
価
証
券
と
し
た
。
今
の

情
勢
か
ら
し
た
ら
国
債
が

有
利
と
い
う
こ
と
で
切
り

替
え
た
。

Ｑ　

国
債
は
日
本
の
国
債

か
。
リ
ス
ク
の
心
配
と
、

運
用
益
を
ど
う
使
う
の
か
。

Ａ　

公
共
団
体
で
は
通
常

市
場
に
出
し
て
の
売
り
買

い
は
し
な
い
の
で
想
定
し

て
い
な
い
が
、
基
金
を
処

分
す
る
必
要
が
生
じ
た
時

の
市
場
価
格
の
状
況
に
よ

り
、
リ
ス
ク
が
な
い
と
も

言
え
な
い
。
国
債
は
す
べ

て
日
本
の
国
債
だ
。
国
債

以
外
に
運
用
は
考
え
て
い

な
い
。
運
用
益
の
利
用
に

つ
い
て
は
市
長
部
局
の
方

で
考
え
て
い
く
。

　
◎
認
定
第
二
号

Ｑ  

県
補
助
金
で
の
特
定

助
成
事
業
と
起
債
の
借
り

換
え
に
よ
る
繰
上
償
還
の

状
況
に
つ
い
て

Ａ  
起
債
借
り
換
え
後
の

金
利
に
係
る
特
定
助
成
事

業
費
補
助
金
は
翌
年
か
ら

な
く
な
る
。

Ｑ　

二
十
一
年
度
よ
り
一

般
会
計
に
な
る
が
、
二
十

年
度
と
同
様
の
詳
細
が
あ

る
か
。

Ａ　

繰
入
金
、
繰
越
金
な

ど
は
な
く
な
る
が
、
県
よ

り
の
補
助
金
も
あ
り「
目
」

や
「
節
」
に
至
る
ま
で
詳

細
に
表
示
さ
れ
る
。

Ｑ　

司
法
書
士
の
調
査
費

が
減
額
と
な
っ
て
き
た
が
、

現
在
の
取
組
み
と
対
応
職

員
数
は
。

Ａ　

問
題
点
を
整
理
し
た

上
で
意
見
を
聞
く
な
ど
し

て
お
り
手
数
料
は
減
っ
て

き
て
い
る
。
対
応
職
員
は

参
事
と
一
名
の
職
員
、
年

間
通
し
て
の
嘱
託
職
員
で

や
っ
て
い
る
。

Ｑ　

弁
護
士
委
託
料
の
今

後
と
二
十
年
度
の
内
訳
を
。

Ａ　

常
時
相
談
で
き
る
委

託
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
く
。
費
用

は
年
間
四
十
八
万
円
。
二

十
年
度
は
、
こ
れ
以
外
に

訴
訟
委
託
料
が
十
万
八
千

円
、
成
功
報
酬
が
四
件
で

百
三
万
円
で
あ
る
。

◎
認
定
第
八
号

Ｑ　

国
保
税
の
徴
収
率
が

年
々
減
少
し
て
い
る
。
調

整
交
付
金
減
額
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
心
配
は
。

Ａ　

平
成
二
十
年
度
は

九
三
％
を
割
り
込
み
、
減

額
の
対
象
と
な
っ
た
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
収

納
率
の
高
か
っ
た
高
齢
者

が
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
。
国
に
対

し
て
率
の
変
更
を
市
長
会

を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

率
変
更
が
行
わ
な
け

れ
ば
カ
ッ
ト
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

Ａ　

約
二
千
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

財
政
安
定
化
支
援
事

業
繰
入
金
の
内
訳
は
。

Ａ　

二
十
年
度
は
繰
り
入

れ
基
準
額
が
八
千
五
百
六

十
六
万
三
千
円
で
、
交
付

税
算
入
額
が
六
千
八
百
五

十
三
万
円
で
あ
る
。

◎
認
定
第
九
号

Ｑ　

不
能
欠
損
が
年
々
、

増
加
し
て
い
る
が
。

Ａ　

普
通
徴
収
の
場
合
、

不
能
欠
損
額
が
徐
々
に
上

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。

◎
認
定
第
四
号

Ｑ　

区
域
外
流
入
で
下
水

道
管
が
敷
設
さ
れ
て
い
な

い
所
は
、
負
担
金
相
当
額

を
支
払
っ
た
ら
下
水
道
管

を
引
く
の
か
。

Ａ　

下
水
道
管
は
基
本
的

に
は
市
が
引
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
供
用
区

域
外
に
つ
い
て
は
供
用
区

域
ま
で
は
市
が
引
き
、
そ

こ
か
ら
先
は
本
人
の
負
担

と
し
て
い
る
。

Ｑ　

区
域
外
か
ら
の
申
し

込
み
の
可
能
性
は
あ
る
の

か
。

Ａ　

供
用
開
始
区
域
に
隣

接
し
た
所
か
ら
申
し
込
み

は
あ
る
。
幹
線
に
余
裕
が

あ
れ
ば
出
来
る
。

Ｑ　

下
水
道
使
用
料
徴
収

事
務
委
託
料
を
見
直
す
べ

き
と
の
指
摘
が
あ
る
が
。

Ａ　

使
用
料
の
徴
収
事
務

を
水
道
課
に
委
託
し
て
い

る
。
公
共
下
水
道
の
特
別

会
計
と
上
水
道
事
業
会
計

の
契
約
に
基
づ
き
事
務
委

託
を
行
っ
て
い
る
。
指
摘

が
あ
り
、
平
成
二
十
一
年

度
中
に
水
道
課
と
協
議
し

て
二
十
二
年
度
予
算
か
ら

見
直
す
。
本
年
度
の
途
中

変
更
は
難
し
い
。

Ｑ　

受
益
者
負
担
金
、
前

納
報
奨
金
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
。

Ａ　

受
益
者
負
担
金
に
つ

い
て
は
年
度
で
面
積
が
違

っ
て
い
る
。
現
在
、
供
用

開
始
し
た
区
域
に
つ
い
て

は
殆
ど
の
方
が
前
納
報
奨

金
を
使
い
、
一
括
納
入
さ

れ
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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本
委
員
会
に
は
「
香
美

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

等
の
議
案
が
出
さ
れ
た
。

質
疑
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

◎
議
案
第
百
十
八
号

Ｑ　

新
た
な
消
費
生
活
相

談
員
の
職
務
内
容
と
所
属

部
署
及
び
い
つ
採
用
か
。

Ａ　

多
重
債
務
、
悪
徳
商

法
等
の
消
費
相
談
で
あ
り
、

多
重
債
務
の
手
続
き
等
に

も
携
わ
る
こ
と
が
出
来
る
。

所
属
は
商
工
観
光
課
で
こ

れ
か
ら
人
選
し
、
配
置
は

四
月
一
日
か
ら
だ
。

Ｑ　

何
年
継
続
さ
れ
る
か
。

Ａ　

二
年
九
カ
月
が
現
在

の
と
こ
ろ
確
定
し
て
い
る
。

◎
議
案
第
百
二
十
一
号

Ｑ　

協
定
に
関
し
て
は
三

月
議
会
と
の
こ
と
だ
が
具

体
的
な
内
容
の
提
示
は
あ

る
の
か
。

Ａ　

具
体
的
な
取
り
組
み

事
項
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
裏
づ
け
資
料
と
し
て
示

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

◎
議
案
第
百
二
十
二
号

Ｑ　

住
民
へ
の
周
知
は
。

Ａ　

十
五
分
の
時
間
短
縮

に
な
る
が
利
便
性
は
各
課

の
工
夫
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

は
維
持
し
て
い
く
。

Ｑ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
ト

ー
タ
ル
面
で
工
夫
す
べ
き

で
は
。

Ａ　

内
発
的
に
や
ろ
う
と

い
う
機
運
を
高
め
な
く
て

は
い
け
な
い
。
課
長
会
な

ど
を
通
じ
て
、
話
を
し
て

い
く
。

　

本
委
員
会
に
は
「
平
成

二
十
一
年
度
香
美
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
補
正
予
算
第
二

号
」
等
の
議
案
が
付
託
さ

れ
た
。
質
疑
の
一
部
を
掲

載
す
る
。

◎
議
案
第
百
十
四
号

Ｑ　

一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
・
補
正
額
の
「
そ

の
他
」
の
財
源
内
訳
を
。

Ａ　

前
期
高
齢
者
交
付
金

か
ら
充
当
し
て
い
る
。

Ｑ　

財
政
調
整
基
金
の
残

高
は
。

Ａ　

二
十
年
度
末
で
五
億

六
、七
千
万
円
あ
ま
り
で

あ
る
。

Ｑ　

一
般
被
保
険
者
延
滞

金
の
内
容
説
明
を
。　

Ａ　

差
し
押
さ
え
な
ど
に

よ
り
延
滞
金
収
入
が
増
え

て
い
る
。
二
十
年
度
実
績

で
対
象
が
三
百
六
十
世
帯
、

四
百
四
十
八
万
円
の
徴
収

だ
。
二
十
一
年
度
十
一
月

末
現
在
で
昨
年
と
ほ
ぼ
同

等
か
少
し
増
え
て
い
る
。

　

本
委
員
会
に
は
「
香
美

市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
第
三
号
」
等

の
議
案
が
付
託
さ
れ
た
。

質
疑
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

◎
議
案
第
百
十
二
号

Ｑ　

道
路
新
設
に
伴
う
布

設
替
工
事
で
一
千
万
円
減

額
補
正
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ　

当
初
予
算
の
段
階
で

は
、
例
年
千
五
百
万
円
の

工
事
が
想
定
さ
れ
て
い
た

が
、
今
年
度
は
五
百
万
円

の
事
業
実
施
と
な
っ
た
。

◎
議
案
第
百
二
十
四
号

Ｑ　

開
発
公
社
は
ま
だ
、

先
行
取
得
し
た
土
地
が
あ

る
の
か
。

Ａ　

新
町
、
西
町
線
等
の

用
地
が
あ
る
。

Ｑ　

財
政
的
な
事
か
ら
言

う
と
、
ま
と
め
て
行
わ
ず

決
ま
っ
て
い
る
所
は
買
い

取
っ
た
方
が
、
無
駄
が
無

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

手
法
と
し
て
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　

開
発
公
社
に
先
行
取

得
を
依
頼
し
て
お
り
、
簿

価
額
で
引
き
取
る
の
が
本

来
の
姿
だ
。
今
回
、
秦
山

公
園
の
整
備
が
完
了
す
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
秦
山
公

園
関
係
部
分
を
整
理
す
る

も
の
だ
。

◎
議
案
第
百
二
十
五
号

Ｑ　

土
地
の
交
換
は
市
の

方
か
ら
の
提
案
か
。

Ａ　

こ
の
土
地
は
、
相
手

方
の
土
地
も
市
の
土
地
も

一
枚
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

値
段
等
で
調
整
が
つ
か
ず
、

等
価
交
換
と
い
う
こ
と
で

の
相
談
が
で
き
て
い
る
。

委員会審査
総　

務

常
任
委
員
会

教
育
厚
生

常
任
委
員
会

産
業
建
設

常
任
委
員
会


